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附近の変形状態が調べられている｡すなわち TABORl) らほ金属, プラスチック材料の摩擦,
摩粍などについての研究を行ない, また R.E.M AIER2′らは高分子材料について鋼球を圧子
として,その圧痕状態の分析ならびに,荷重一圧入深さの関係と引張りにおける荷重一歪の関
係との関連性について報告している｡伊藤3′ほロックウェル硬さを調べることより,高分子材


































Fig.1で示されたごとく法線荷重 P でZ軸 に平行にシリンダー状の球形底面を有する剛体
を弾性体物質に圧入する時,次式の関係が成 り立つ
p-1 -諾㌔ A a3 三;'賢竪管芸
?
これが HERTZの弾性触按諭における荷重 とスタンプの投影半径 との関係である｡そこで,




Lたがって P は d3/2 に比例する｡








また銅球圧入の場合の応力の分布は,荷重 P と Z軸に平行なプjAl和こ加えた時,Z軸平行方
向の正縮応力を az,X 軸,y軸に平行な煎断応力を TL,Ty と表わすと次のようになるj3)C
dz-2A,Ltai-片トzazB(-i-)〕-






































的測定 より求められた tan∂には温度により最大値があることが報告されている15)｡ そこで
本研究においても,ブナ材の温度依存性を調べる為に上記のクリープの概念を取 り入れる｡ し
かし木材への鋼球圧入のような場合のクリープは,圧入球面において,その応力が変化し,そ
の分布は非常に複雑である｡そこで,2.1で求めた P と dzの中心線上における関係が近似的
に木材にあてはまるとしても, 厳密に本研究でのクリープについての測定を行なうには, dz
を一定としてその歪状態を調べる必要がある｡しかし,その測定が非常に困難であるので,本
実験では荷重-足下における圧入深さと時間の関係について述べる｡ これは Ozが aの変化に
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手動で 37.5kg/min と 75kg/min の荷重速度で行なったC 試片は荷重台上におかれた貫流箱
内に入れて負荷する｡温度は恒温水槽内の水をこの貫流箱内にみちびきこの箱内の試片を一定
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大迫 ･山田 :ブナ材における鋼球圧入













D ;Air-drylOoC. W ;Wet,10oC.



















か ;Air-drylOoC. 1γ ;Wet,loc°.
W30 ;Wet,30oC. W50 ;Wet,50oC.
ly70 ;Wet,70cc.
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おこれは宮島1G) によりおこなわれた Cherrywood の場合 と一致している｡ここで問題 とす















形機構を 示す一つの 目安 と考えたL, 本研
究について述べる前に TABORの balsam
flr⊥) (含水率67%) について述べられたも
のを記す｡ この場合は比較的微 小 な変 形
(最高荷重, 10kgただ しこの場合の銅球
直径は 3/8in.)すなわち Fig.4 の曲線
部にあたる部分の勾配を求めている｡なお
この結果から卯をもとめると, 1.4という
値が得られる｡なおこの値 より TABOlく は
木材が HflIRTZ の弾性接触諭よりみちびかれるp-a=うよりずれるので木材は弾性体でないこ
とを運へているが,本研究では TABOR のものと比較 して大きな変形のものについ て み て み
る,
Table2 より n の値をみてみるとあきらかなごとく,気乾材 と湿潤材を比較すると,その




次に湿i冊牙での温度 依存性をみる｡ まず Fig.5をみてみると,その歪量は温度の上昇にと















時間の関係 (一定荷重- 50kg) を表わ
したものである｡この両対数グラフ上で
の圧入深さ一時間の勾配を求めてみる｡ この値 桝 を Tabl｡4に示す｡ これを 図示すると
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Fig･8･-- 芸濃 寄 〃∫･te- perature
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3. 一定荷重下で圧入深さ一時間の両対数グラフよりその勾配をみると, 30oC～50oC 間に
その最大値があらわれる｡これはブナ湿潤材の曲げのクリープの場合と一致する｡
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equals1.5,andiftheTABOR'sinduction on plasticcontactisapplied tothe
case,nequals1.
HencetheresultsgiveninTable2Show thatnvalueofwoodliesbetween
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